
 

 

 
 

 
 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※本紙及び山岳遭難発生情報は、埼玉県警察ホームページ 【 暮らしの安全 → 山岳情報 】 に掲載しています。 

上半期（1月～６月）の山岳遭難発生状況

　令和７年上半期の山岳遭難は、 

40 件 44 人（前年同期比＋５件＋７人）

であり、過去最多を記録した令和５年

よりも同期比＋３件＋４人となり、過

去最多件数を更新する勢いで推移して

いる危機的状況です。 

　夏から秋にかけては、屋外レジャー 

をする機会が多くなり、登山へ出かけ

る方も多くなりますが、十分な装備及

び計画を立てて登山に出かけてくださ

い。 

　【熱中症に注意しましょう！】 

埼玉県の山の特徴は、 

　・低山が多く市街地との気温差が少ない。 

　・樹林帯が多いので、風が通りにくく高温多湿になりやすい。 

など、山に登っても暑さを感じることが多いと思います。 

　熱中症になりやすい環境ですので、十分注意してください。



　 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

～登山届はコチラ！～ 

山岳遭難事例紹介
　実際に発生した山岳遭難を紹介します。 

　令和７年６月 18 日、遭難者の家族から、「昨日、白石山に行くと言っ

て出かけた夫が帰ってこない」との通報を受け山岳遭難事案を認知しま

した。 

　～ここで問題になったのが～ 

　　白石山と呼ばれる山が秩父地域だけで２箇所あることです。 

　　　　小鹿野白石山と和名倉山（白石山） 

　それぞれの山の登山口を調査し、遭難者の車両を探すところから捜索 

　が始まりました。 

　　二瀬ダムの駐車場で対象車両を発見し、捜索山域を和名倉山と特定　

　しました。 

　～ここで問題になったのが～ 

　　和名倉山はとても大きいため、捜索範囲が広く、捜索には相当の日　

　数がかかることが予想されました。 

　　しかし、遭難者がヤマップユーザーであることが判明し、照会によ　

　り遭難者の行動軌跡を取得することができたため、捜索範囲を絞りこ 

　むことができました。 

　～結果～ 

　　６月 20 日に遭難者を生存発見し、無事救助することができました。 

　【教訓】 

　　同じ山名の山は多くあるので、家族などに行き先を伝える時は、で 

　きるだけ詳しく伝えてください。 

　　本件捜索では、登山アプリ情報がとても有益なものになりました　 

　が、行動中も細目に現在地を確認しなければ、アプリを利用している　

　効果が十分に得られません。 

　　不安を感じたら、アプリで必ず現在地を確認しましょう。 

　　


